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cuts, totaling $800 million.
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Travel Technology: TDW, 8/16/2004

1.  Sabre’s Jurni Rolls Out “Display Preferencing”

セーバー ジャーニ　優先ディスプレー制導入

GDSルールの撤廃に伴い、優先スクリーン表示の話題が活発になっている。　勿論 GDS

ルールが規制していたバイアス禁止は、エアラインのリスティングを対象としたもの

で、コンソーシアムなどの旅行社グループの、好みのサプライヤー・インベントリー

の優先には、適用されて来なかった。　Sabre のレジャー旅行コンソーシアム Jurni

Network が、今回導入する優先イニシャティブのような、よりマーケティング的な画

面操作の傾向が、近い将来、GDS のスタンダード・プラクティスとなるだろう。　そ

して、これは、業界に広まり、伝統的な GDSの広告を凌駕する事になるだろう。

Jurni InternetView デスクトップは、予約業務の過程で、Jurni と契約を持つサプライヤ

ーを優先表示させ、会員により高いコミッションを稼げるチャンスを逃させないよう

にする。　優先表示方法は、リスティング順位を変更するのではなく、優先サプライ

ヤーを、自動的に画面上にポップアップさせると言うものだ。　（ Sabre は、リステ

ィング順位の変更を、MySabreのホテルリのスティング＜有料＞で実施している。　情

報 124-P5参照）

Sabre は、昨年 10月に、ホスト旅行社の Nexion と、その InternetViewテクノロジーを

買収して、年商 $250M （ 275 億円）を売り上げる Jurni Network を立ち上げた。　こ

のコンソーシアムが契約する、54 の優先サプライヤーを画面にポップアップさせる事

になる。　そして、データベースプロバイダーの Equitec と提携して、Jurni 会員に、

無料のマーケティング・プログラムを提供する。　このプログラムを利用すると、米

国所帯を、72 のターゲットセグメントに分解して、顧客リストをアップロードした会

員旅行社の、マーケティングキャンペーン訴求対象旅客層の、絞り込みを行なう事が

出来る。

ある旅行社は、「GDSは、中立性（ non-bias）の砦と思っていたが、優先表示（ bias）

が蔓延するとなれば、旅行社には、優先表示を取り除く新しいテクノロジーが必要と

なるだろう」と言っている。

Sabre CEO, Sam Gilliland は、「規制緩和（優先表示）は、エアラインに対してより大

きなバリューの提供を可能にし、旅行リテェーリングへの我々の転換を加速させるだ

ろう」と語っている。
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TD勉強会

2.  インターコンチ　エクスペ排除の意味するところ

・Forrester Research, QUICK TAKE: 8/20/2004

Hotels To Merchant Players: Do It Our Ways, or Else

IHG’s Move To Pull Rooms From IAC Travel Units Shows Hotels Won’t Be Bullied

・PhoCusWright, Insighter: 8/20/2004: For Whose Benefit?  IHG’s Beef with IAC

・travelweekly.com, 8/23/2004: InterContinental flags Expedia on Web standards

8月 17日、世界最大のホテルチェーン InterContinental Hotels Group (IHG)は、Travelocity

を、指定第三者仲介業者（ authorized third-party intermediary）に承認し、世界最大のオ

ンライン旅行社（ OTA） Expediaと Hotels.comを、IHG指定から外すと言う決定を行

なった。（契約には 30 日~ 90 日の事前通告期間があるため、実際の取引停止＜指定

除外＞は、11 月 15 日以降となる。）　これは、全てのマーチャントモデル第三者仲介

業者（ third-party intermediary = TPI ）に対して、5月に導入された IHGの販売指針に

従わない場合は、IHGの 3,500ホテルの客室販売取引を停止する、と言う警告である。

以下に、IHGの TPI販売指針を説明し、次に Forrester（肯定派）と PhoCusWright（懐

疑派）の二つの意見（要約）を併記する。　マーチャントモデルを巡る、サプライヤ

ー（ホテル）と旅行社間の、流通ヘゲモニー取り合い（若しくは、balance of power）

の争いが見て取れて面白い。

(1)  IHGの OTA販売指針

今回 IHGが、TPIのために導入した販売指針の主要なものは、以下の五つである。

① Sell all available rooms.

 IHGは、2通りの客室インベントリーを TPIに渡している。　即ち、①GDS経由の“後

払い標準インベントリー”と、②“前払いの割引マーチャントモデル･インベントリー”

の 2通りである。　Expedia等の TPIは、②のマーチャントインベントリーが閉まった

だけにもかかわらず、空いている①のインベントリーまでが満室であるかのような誤

解を顧客に与えている。　IHG は、②が閉まった時には、その代わりに、空いている

①のインベントリーを販売する様、TPI に要求している。 IHG は、TPI が、マージン

の高い（ 18%~ 30％）マーチャント販売だけに執着している、と非難している。

② List booking fees separately.
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 客室価格と、TPI の手数料や Tax の一括表示は、許されない。　夫々を、別立てで表

示しなければいけない。　航空運賃同様に、ホテルの価格についても、顧客から、よ

り透明性が要求されている。　一括表示は、IHG 直販サイトの“手数料無しの”メリ

ットを判らなくしてしまう。

③ Gain approval to use IHG brand names in search engines.

 TPI は、ホテル名の検索キーワードを、Google や Yahoo などの検索エンジン会社から

購入している。　“Holiday Inn”と検索すると、検索結果の脇に、そのホテル名をキ

ーワード購入した TPI 名が現われて来る事になる。　IHG は、これにより、自社サイ

トによる直販の機会が TPIに奪われている、と非難している。　IHGは、ホテル名は、

ホテルの知的財産であり、TPIのキーワード購入は、知的財産所有権の侵害に当たる、

と言っている。　新しい指針では、ホテル名のキーワード購入は、IHG の事前の許可

を取らなければならなくなる。（事前に申請したとしても、IHG は、自社ホテル名の

キーワード購入を許さないだろう。）

④ Support fully automated electronic bookings.

 現在、マーチャント予約の多くは、fax等の手作業により処理されている。　IHG は、

これからは、完全に自動化された、IHGの CRSや property management systemsと、電

子的にインターフェイスを取らなければ、インベントリーの提供を中止する、と言っ

ている。

⑤ Give IHG visual content parity.

TPIは、ビデオや写真によるホテルのビジュアルイメージを、勝手に製作している。　そ

してそれらのイメージを IHG に渡していない。　IHG は、これらのイメージの、自社

サイト転用（購入）を、TPI に求めている。　IHG は、ビジュアルイメージにも、知

的財産所有権が働くと主張している。　今後は、TPI による IHG ホテルの“イメージ

撮り”が出来なくなるかもしれない。

（ Forresterは TPI = third-party intermediaryという言葉を使用しているが、この TPIは、

要は OTA = online travel agency と略同義語と思われる。　F は、OTA は Open Travel

Allianceと混同するので、使いたくないといっている。）

(2)  Expediaと Hotels.comの IHG貢献度

－　オンライン流通業者からの収入は、IHGの客室収入の 2％を構成する。

　　その約半分（ 1億㌦）が、Expediaと Hotels.comからの収入である。

－　IAC の IHG 売上げは、IAC のマーチャントホテル売上げの、3 ％~ 4 ％を構成す

る。

̶　IACは、IHG以外に、13,000ホテルのインベントリーを所有している。　（ Expedia

のホテル売上げの 77％がマーチャント販売。）
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Forrester (肯定派)と PhoCusWright (懐疑派)の評価

Forrester　評価 PhoCusWright　評価
チェーン加盟のフランチャイズ・ホテル達

の賛同が、指針を実効あるものにするか否

かの鍵となる。　従ってコンプライアンス

が重要。　IHG は、指針を守らないホテル
に対して、チェーン加盟資格を剥奪する。

IAC の販売力は、チェーン加盟ホテル達に
とって、大きな価値を持っている。　既に

IHG の指針導入に不満を有しているホテル
が存在する。　指針遵守が、継続して実効

あるものになるかは疑問。

言う事を聞かない厄介な旅行業にあって、

IHG の指針導入は賞賛に値する。　“今日
のサプライヤーは、毅然たる態度で、旅行

社に言うべき事は、はっきり言うべきであ

る”と IHG が言っている様に、IHG の決定
は、フラフラしない断固たる決定である。

需要がサイクリックに動く旅行業界にあっ

て、需要減少期には、在庫処理販路がマス

ト必要。　現在のように需要好転時は、売

り手市場となり得るが、一転、減少期には、

IACのような強力な OTAが必要。
(IACは、年 700万人泊以上を販売する。)

ブランドの統一性と、価格の一貫性を保つ

為に、IHGは：
① 今まで許されていた、各ホテルの独立し

た（勝手な）仲介業者との契約を禁止す

る。

②　IHG ブランドが現われるサイトでの、
IHG公示価格の割引を禁止する。

IAC は、指針に沿った対応を取りつつある。
Travelocity が、全ての指針を満足させてい
る訳では無い。（ IAC の方が、より supplier
friendly な所もある。）　IHG はインベント
リーを IAC から本当に引き上げるのだろう
か？　（ IAC のマージン減少が、IHG の本
音？）

IHG インベントリーの引き上げは、▲3 ~
4 ％の減収をもたらし、IAC に大きなインパ
クトを与える。　IAC は、指針を遵守する
だろう。

▲3 ~ 4 ％の減収は、IAC にとっては、大し
た事ではない。　直ぐに、他のホテルの販

売増で埋め合わしてしまう。

指針導入は、IAC のマージン減少を狙った
ものでは無い。　“サプライヤーのルール

に従わなければ、取引停止”と言う、強力

なメッセージを伴った、TPI との勢力均衡を
目指したものである。　 IAC や、その他の
TPI は、結局、サプライヤーとの長期的な関
係樹立を目指して、指針に従うだろう。

OTA は、格安価格表示が命。　 IHG のよう
な特定チェーンのインベントリーを取扱っ

ているかどうかは、大きな問題ではない。

IHG が、インベントリーを IAC から引き上
げると、かえって、IAC に残ったホテル達
の販売が増加し、商売敵に塩を送る結果に

もなりかねない。　結局のところ、両者は、

話し合いのテーブルに着いて、折り合いを

つけるだろう。

結局、Forresterも PCWも、同じ結論、“IHGと IACは取引を継続する”を導いているようだ。

Fは、IHGの旅行社（ TPI）に対する毅然とした態度が、IACを指針に屈服させる、と見ている。

しかし、ブレークの可能性は残っている。（上記の指針①及び②が、ブレ-キングポイントとなる可

能性があると、Fは言っている。）　力学的トーンは、サプライヤー＞旅行社。

PCW は、①IAC は、IHG の取引停止にはビクトモしない。　②IHG のチェーン加盟ホテルは、IAC

の強力な販売力が欲しい。　③IHG は、IAC が指針に従う態度を示しているが、この際、IHG の断

固たる態度を、他の OTAに見せつける為に、一芝居（ IACを一度袖にする）を打つのが得策と考え

た。　④従って、最終的には、両者は最終的に折り合いをつけるだろう。

トーンは、サプライヤー＜旅行社。　　　　　　間違っているかもしれない？？
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FT.com, 8/15/2004

3.  How The Climate Changed For Online Travel Companies

    オンライン旅行社　業績に“翳り”見え始める？

インターネットの潜在力を、単純な販売ツールに利用できると見抜いた、最初の業界

の一つが、旅行産業である。　インターネットテクノロジーは、バルキーな物の輸送

を伴わない、或いは複雑なトランザクションを必要としない、旅行業のようなサービ

ス財の販売には、まさに打ってつけの natural asset（自然の資産）である。

過去 3 年間の、オンライン旅行販売の増加は、凄まじいものがある。　米国では、テ

ロや戦争の脅威、SARSの広がりが有ったにもかかわらず、オンライン旅行販売は、1999

年の 50 億㌦ (5,500 億円) から、2003 年には、4 倍の 200 億㌦ (2 兆 2,000 億円) に拡

大し、オンライン化率を、25 ％にまで上昇させている。　欧州に於いても、オンライ

ン化率は、未だ 10 ％と低い水準に止まってはいるが、オンライン販売の顕著な成長が

見られている。

2004 年に入ってからは、旅行需要が回復し、米観光客の欧州旅行需要は、9-11 以前の

規模にまで戻り、この夏の米旅行需要は+3.2%増加すると予測されている。

ところが、である。　どうした事か、ここに来て、オンライン旅行社達の業績が、以

前に比べて余り芳しくない。　　欧州最大手のオンライン旅行グループの一つ、

eBookers は、今年度の決算見通しを下方修正している。　この発表の直後、同社の株

価は、▲1/3も急落している。　　eBookers の商売敵、間際販売の Lastminute.comの株

価は、7 月に入ってから、略半分に値を下げている。　同社は、最近、第 3 四半期決

算減益で、全社員の 15％に当たる 350 人のレイオフを実施する、と言っている。　悪

いニュースは、欧州だけではない。　米国では、Expedia や Hotels.com の親会社、IAC
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の株価が、2004 年初頭以来、略半分に値を下げ

ている。　IACは世界最大のインターネット旅行

ベンダーであるが、第 2四半期の純利益が▲25％

減少している。

また、欧州においては、伝統的ホリデー会社の

MyTravel （欧州最大のツアーオペで、以前の

Airtours）や、Thomson Travelを所有している Tui

も、同様に苦しんでいる。

これらの伝統的旅行社の調子が悪いのは、一部

には、彼等のモデルが、インターネット販売か

ら挑戦を受けている為である。　最近では、多

くの旅行者が、インターネット駆使して、伝統

的旅行社など通さず、彼等のホリデー旅行を作っている。

にもかかわらず、何故インターネット旅行社の調子がおかしいのか。　問題は、OTA

が、コンテントを保有していないところに有るようだ。　OTA は、エアーやホテルな

どの旅行素材（コンテント）をオンラインで販売（代売）している。　しかし彼等は、

サプライヤーから、常時旅行素材（コンテント）を仕入れる事が出来る訳ではない。　一

度需要が好転すれば、サプライヤーは、価格を上げて、出きるだけ自社サイト（と提

携サイト）を優先して、販売するだろう。　つまり需要好転時には、今までのような

OTAに依存した、在庫処理型格安販売は、必要なくなることになる。

この格好の例が、米ホテル業界に見られる。　9-11

以降、オキュパンシーレートが急落して、空室を

山と抱えたホテルは、オンラインマーチャントの

Expedia や Hotels.com で、安いネット価格で、大量

の客室在庫処分を行った。　Expedia などは、この

ネットに最大で 35 ％以上にもなるマージンをつけ

て売りさばき、大儲けし、今では OTA のトップに

躍り出ている。　しかし、景気が回復し、REVPAR

（総平均客室単価）とオキュパンシーが改善して

来ると、ホテルは、マーチャント OTA に、インベ

ントリーの提供を、渋り始めている。　特に

InterContinental Hotels Group（ IHG）などは強気で、

OTA に対して、IHG の販売指針なるものを突きつけ、“自分たちのルールを守らない

OTAには、客室インベントリーを渡さない”とまで言い切っている。
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OTA 達は、他からも挑戦と圧力を受けている。　伝統的航空会社達を震撼とさせてい

る LCC は、自社サイトによる直販を優先させ、OTA を出来るだけスキップ（中抜き）

している。　米国では、jetBlueや Southwestが、　欧州では、Ryanairと easyJetが、OTA

経由の販売を行っていない。　クルーズ業界は、ホテルとレンタカー業界同様、仲介

業者に、高いマージンビジネスを約束している。　そして仲介業者は、このコミッシ

ョンの一部を顧客に還元して、有利な販売を展開して来た。　しかし、世界の二大ク

ルーズ会社の Carnival と Royal Caribbean は、コミッション支払いを継続するものの、

今後は、その一部の顧客還元を認めない。

OTA は、GDS からの挑戦も受けている。　ダイレ

クトコネクトによるサプライヤーと仲介業者の直結

（ GDS外し）、ないしは、米 DOTの GDSルール撤

廃（欧州でも、EUの CRS規則の撤廃が検討されて

いる）などにより、経営環境の激変に見舞われた

GDS は、企業の活路を多角化に求め、旅行リテェ

ール部門に進出している。　Sabreが米第 3位の OTA

である Travelocityを運営し、Amadeusが欧州第 3位

の Opodoの筆頭株主になっている。　（ Galileoは、

Expedia を所有する IAC が買収。　Worldspan は、

テクノロジーのプロバイダーとなって、リテェール

部門進出は、今の所は実施していない。）

OTAは、こう反論している。

①　OTA は、在庫処分にだけ威力を発揮する仲介業者では決してない。　OTA は、反

景気循環的ビジネス（ counter-cyclical business）ではない。　景気の好転時にも繁

栄を持続している。

② 国では、旅行のオンライン化率は、現在 25%である。　2010 年には、これが 65%

にまで拡大すると予想されている。　欧州でも、現在 10%のオンライン化率が、50%

に拡大するだろう。　オンライン旅行販売市場の潜在性は、極めて高いものがある。

③ しかし、OTAが、よそから挑戦と圧力を受けているのは、事実である、　OTAは、

この挑戦に対抗する為に、OTA を利用してくれる、新しいサプライヤーを開拓し

なければならない。　そして、新しい旅行関連プロダクトを開発しなければならな

い。

④ ダイナミックパッケジングのテクノロジーを使用するなどして、OTA のバリュー

を高めなければならない。　そして、サプライヤー・フレンドリーなチャネルにな
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らなければならない。

どうやら、米国や欧州に於いて、オンライン旅行市場のシェアー争いが、今迄以上に

熾烈になる事だけは確かなようだ。

（この記事のトーンは、少し OTA を悲観的に見過ぎているようだ。　OTA の株価の

値下がりは、何も OTAだけの話ではなく、IT関連株全体の話である。　今までの倍々

ゲームが影をひそめ、+20~+30％の成長速度に鈍化しただけの話ではないのか？）

FT.com, 8/22/2004,

4.  Google ranks last in governance test

　　グーグル、会社統治体制で落第点

8 月 19 日に米 NASDAQ 市場に上場した Google

株は、8月 24日に終値 106㌦をつけている。　売

り出し公募価格 85 ㌦を+25%も上回っている。

Google 高値上場の幸運を掴んだベンチャーキャ

ピタルは、Kliner Perkins Caufield & Byers と

Sequoia Capitalの 2社。　1999年 6月に、他のベ

ンチャーキャピタルの誰もが見向きもしなかった

Googleに、夫々が投資した$11Mと$12M（ 13億

円）が、今では、凡そ 30 億㌦（ 3,300 億円）に

跳ね上がり、何と 5 年間の利回りが、250 倍近く

になってしまっている。

会社のモットーが、“Don’t be evil”である事に

も表れている通り、自由奔放な、既往の拘泥に全

く囚われない理想主義的経営を標榜する、Google

は、あまりにも破天荒さゆえに、会社のガバナビリテ

ィー（会社統治体制）に関して、完全に落第点を貰っているようだ。　機関投資家に

議決権行使をアドバイズしているコンサルタント（ proxy advisor ） Institutional

Shareholders Services (ISS)の評価によると、会社統治指数が 100点満点中、何とタッタ

の 0.2点止まりとなっている。

Sergey Brin, top, and Larry Page, Google's co-

founders, in January.（ Google創立者）
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最低評価の最大理由は、経営陣の保有株が、公募株式の 10

倍の議決権を有している事に有るようだ。　その他にも、①

株価下落時のストックオプションに対する会社保証制度の不

備、②取締役に対する自社株保有のガイドラインの欠如、③

企業内部者（インサイダー）に対する会社融資制度などの利

害関係者取引の存在、等がスコアーを徹底的に悪くしている

原因のようだ。　ISS は、これでは、「Google は“evil”そ

のものだ！」とコメントしている。

米国最大機関投資家の一つ、教職員年金ファンドの TIAA-

Cref は、株式議決権の二重構造と、その他のガバナビリティ

ーの問題が適切に反映された株価とならない限り、（株価が、

それに見合って下がらない限り）投資は見合わせると、とコ

メントしている。

John Doerr, (Kliner) top, and Michael Moritz (Sequoia)  were not put off by Google's iconclastic founders, and their

tolerance paid off.　彼等 2人は、今回の Google投資で、少なくとも 1人当たり 1億㌦を手にする事になる。

Nytimes.com, 8/25/2004

5.  Airline to Ask Travelers for $10 for Showing Up

　 ノース 予約/発券/GDS手数料徴収 業界に大きな波紋

NW航空は、8月 24日、ハワイを除く米国内線に、以下

の 3種類の手数料を、新たに導入すると発表した。

①　Call Center Ticketing Fee

自社コールセンター予約に対して、5㌦の発券手数料。

⑤ Airport Ticketing Fee

飛行場 NWカウンター発券に、10㌦の発券手数料。

⑥ Shared GDS Fee

NW 国内線の GDS 経由予約に対して、片道 3.75 ㌦、往

復 7.50㌦の手数料を、米国及びカナダの旅行社から徴収

する。　この手数料は払い戻し不可。

手数料の徴収は、①②が、8月 27日から、③が 9月 1日

から開始される。　①②については、消費者から徴収す

 

Richard H. Anderson, chief

executive of Northwest, may face

criticism over the new fee

proposal.
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る。　ただし、予約変更には適用されない。（二重取りの回避）　nw.com オンライン

予約については、適用されない。

NWの販売構成は、nw.com予約 16%、自社コールセンター予約 22％、NW飛行場 2%、

（即ち直販合計 40%）、残りは旅行社 60%。

NWは、以下の理由により、この新しい手数料の導入が必要となった、と言っている。

① 年間▲$70M流通経費削減策の一環。

② LCCも発券手数料（ jetBlue 6㌦/RT、Independence Air 10㌦/RT）を導入している。

③ NWは、1航空券当たり平均 12.50㌦を、GDSに対して支払っている。　NWの、

2003 年度の GDS 経費は、$180M （ 198 億円）に上っている。　GDS をスキップ

している LCC対抗上、この経費の一部旅行社負担が必要。

④ 人手を介するサービスは有料、と言う社会通念があるので、消費者の理解を得る

事が出来る。　無料サービスも nw.comで用意されている。

航空コンサルタントの Terry L. Tripplerは、他のどのメジャーも採用した事がない、直

販に対する手数料徴収のこの動きに対して、以下をコメントしている。

①　消費者に対してデメリットとなる、この手数料の導入は、逆効果となるだろう。

②　LCC は、オンライン直販の奨励策として、自社サイト予約に対して、片道▲3 ㌦

(jetBlue)、▲5 ㌦(Independence)の値引きを行っているのであって、NW が言ってい

る様に、手数料を徴収している訳ではない。

③  燃油高騰に対応した運賃値上げも困難な環境にあって、手数料を導入するとは驚

いたものだ。

④ この手数料導入は、PCを持たない消費者に対して差別的である。

Sabreは、NWの手数料導入の発表後、すぐさま以下の対抗措置を打ち出した。

① NWに提供している、DCA3契約によるブッキングフィーの割引を中止する。

（ DCA3 = Direct Connect Availability 3 Year Options）

② この割引中止措置は、航空会社の自社サイト予約と GDS (Sabre)予約とに、異なっ

た対応を取る全ての DCA3契約航空会社に適用する。

③　全ての運賃を、公平に GDSに提供する航空会社の、リスティングを優先する。（即

ち、不公平な手数料を導入する NWのリスティング順位引き下げる。）

NWは、Sabreのこの報復に対して、翌日の 8月 25日、Sabreが、2003年 7月に締結

した契約に違反して、NWのフライトスケジュールと運賃表示に、不当なバイアスを

かけているとして、ミネソタ州の地方裁判所に Sabreを提訴した。
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Controversy: TDR, 8/23/2004

6.  Orbitz Opens Arms to Agents – And Opens A Can of Worm

　 オービッツのアフィリエートプログラムに旅行社懐疑的

Orbitz が新に導入した、Premier Affiliate Program に対する旅行社の評判が余り良くな

い。

Orbitzは、このプログラムについて、以下の宣伝を行なっている。

①　バイアスを完全に排除した、マトリックス・ディスプレーを採用。

②　特にホームベースの小旅行社（高い GDS を使用出来ない）に打ってつけの、ロー

コスト予約ツール。

③ 航空券に 5㌦、ホテルに 6㌦、マーチャントホテルに 12㌦、レンタカーに 2㌦、

パッケージツアーに 16㌦、クルーズに 22㌦のコミッション（ transaction feeとも

書いてある）が支払われる。

これに対して、旅行社コミュニティーは、以下をコメントしている。　どちらかと言

うと、このプログラムに対して、否定的な意見を述べている。

① アフィリエートには資格認定（ credentials ）が要求されていない。　従って、メ

ンバーの、旅行業に必要とされる法的責務が曖昧。　消費者保護が担保されていな

い。

（極端な話、旅客が旅行社に成りすまして、このプログラムのアフィリエートにな

り、自分の旅行で、コミッションを稼ぐ事が可能になってしまう。）

② コミッションが低すぎる。　多くのコンソリデターが、これよりよっぽど高いコ

ミッションを支払っている。

③ 予約ツールだけのサービス提供であり、旅行社に対する総合的なサービス支援が

欠けている。　Orbitzのコールセンターは、慢性的人員不足で、電話が繋がらない。

最終的には、ペーパーワークなどにより、コミッション以上のコストが掛かってし

まう。

④ そもそも Orbitz の所有者は、旅行社中抜きを画策している航空会社である。　航

空会社の影響が色濃く残っている Orbitzは、余り信用できない。

⑤ 長期的な視点に立って、よく見極める必要がありそうだ。
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Travel Technology: DTW, 8/25/2007

7.  Former Orbitz Tech Chief Creates New GDS

　　新しい GDS誕生か

元 Orbitzの技術取締役（ CTO）の Alex Zoglinが、新しい GDS、TRUEConnectを開発

する。　既に米キャリア 7社の LOI を取得し、GDSを上回る、完全自動化された予約

発券システムを構築する。　LOIにサインしたキャリアは、Alaska, CO, DL, NW, UA, US,

--(航空会社名不詳)の 7社。（この 7社は、米国内線旅客販売の 80％を構成する。）

TRUEConnectを開発するのは、Zoglinが興した、従業員保有会社 G2 SwitchWorksで、

1 旅程当たり 3 ㌦のブッキングフィー（ B/F ）を、航空会社から徴収し、旅行社に対

しては、インセンティブの支払（ B/F の一部旅行社への還元）は実施しない。

TRUEConnect の B/F は、GDS が現在チャージしているものよりも、▲80 ％以上も廉

価となっている。　TRUEConnectは、ARC番号を取得しない。

8.  其の他のニュース

 米国の、空港に於けるチェックドバッゲジからの

盗難が増加している。　2002年から、セキュリテ

ィー強化の一環で、全ての旅客手荷物に対して、

連邦政府のスクリーニングが必要となって以来、

預け入れ手荷物からの盗難が増加している。　現

在迄、NYC の La Guardia 空港で４人、ニューオ

ルリーンズの Louis Armstrong空港で 13人、フロ

リダの Fort Lauderdale/Hollywood 空港で４人の、

政府手荷物検査係が窃盗容疑で逮捕されている。

数人の犯罪者の為に、真面目に働いている４万 5 千の検査官の信頼が損なわれて

いる。(nytimes.com, 8/17/2004)

 

 ヒスパニック旅行市場が成長している。　ヒスパニックの購買力は、1990 年から

2007 年にかけて、+8.7%と、その他の+4.8%を大きく上回ると予想されている。

Travel Industry Associationは、ヒスパニック旅行需要は、2000年から 2002年の間

に、旅行総市場がタッタの+2%増加したのに対して、+20%と大幅に増加している
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と、報告している。　ラジオ聴取率を調査している Arbitron によると、全国平均

に比べて、ヒスパニック市場は、①+17%が海外旅行に出かけ、②+33%が年２回

旅行し、③+24%が 3~ 4回旅行し、④+58%が年 5回以上旅行する。(DTW, 8/17/2004)

 

 旅行業界で働く人達に、資格を与えている Travel Institute が、ゲイやレスビアン

等の新しいライフスタイルを追求している人達に、旅行を販売するスペシャリス

トの養成コースを売り出している。　90 ページの教科書、若しくは PDF の教材

が、99㌦（ 8月中の購入は▲40㌦の割引）で売り出されている。(DTW, 8/17/2004)

 DL 航空が、8 月 19 日から Cincinnati ハブ発着の国内線運賃を単純運賃構造とす

る。　これは、“SimpleFares”と呼ばれるもので、幾つかの路線では▲60 ％にも

及ぶ運賃種類を削減し、エコノミークラスで 499 ㌦、ファーストクラスで 599 ㌦

（何れも片道）のキャッピングを行なう。　土曜日滞在ルールは廃止され、航空

券交換手数料は 100 ㌦から 50 ㌦に割引される。　DL は、この運賃構造の単純化

は、今後数ヶ月の間に導入される革新的な会社再編計画の最初の施策と言ってい

る。

 Ryanairの CEO Michael O’Learyは、もしオイル価格がこ

のままで推移すれば、Ryanair の燃油費は、来年度+40M

ユーロ（+52億円）増加するだろう、と語っている。　Ryanair

は、10 月末迄、$28/barrel のヘッジ購入契約を持っている

が、それ以降は、オープンマーケットで調達すると言って

いる。　バレル 60 ㌦になっても利益計上が出来るので、

燃油サーチャージは採用しない、と Ryanair は言っている。　競争会社は、これ

に対抗して、欧州線ではサーチャージを回避し、長距離線でしか導入していない。

(FT.com, 8/19/2004)

 Accenture の、89 人のトラベルマネジャーをアンケートした調査によると、American

Express Business Travel が、▲19%と、米国で最大の出張旅費を削減した旅行管理会社

（ travel management company = TMC）である事が判明した。(TDR, 8/23/2004)

 AirTran が、”book and hold” サービスを、自社サイト www.airtran.com の法人顧客と旅

行社セクションに導入した。　これは、予約後 1 日間だけクレジット決済による旅程

の確定を猶予するサービス。（ DTW, 8/23/2004）
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 飛行中の航空機の客室は、細菌が通常の倍もウヨウヨ

飛び交っていると考えている人達に、アロマセラピー

の原理に従って、エッセンシャルオイルで作られた、

“No Cooties”(5ｍｌのセットで 19.80 ㌦)はいかが。

座席でほんの数回スプレーするだけで、隣の人の、“臭

い息やヨダレや咳の細菌から、身を守ってくれる”

と、”No Cookies”の薬効に書いてある。　Long Beach

(Calif.)に在住の主婦 Vaughn が開発したもので、2001

年 12月に売り出して以来、25,000個を販売している。

NYC マンハッタンの旅行商品販売店“FLIGHT 001”

では、既に売り切れ。　彼女は、セールスマンを雇う事を検討している。

(nytimes.com, 8/22/2004)　（ cootを辞書で引くと、シラミと出てくる）

 Chapter 11 再突入の可能性が極めて高くなってい

る US 航空の、賃金カットに関する、会社とパイロ

ット組合間の話し合いが、難航している。　 会社

は、9 月 15 日までに合意が出来ない場合は、10 月

中には Chapter 11 再突入必至と言っている。　業

界の一部には、Chapter 11どころか、Chapter 7 (清

算)が免れないのではと、US の先行きを危ぶむ向き

がある。　会社の再建案では、▲15 億㌦の追加コ

ストカットの内、▲8 億㌦を人件費のカットに求め

ている。（パイロット組合に対する会社要求は、▲

$295M ）　　S&P は、8 月 20 日、US のレーティ

ングを CCC+から CCC に格下げした。　レーティ

ングの格下げは、2003年 4月の Chapter 11離脱時

の B から、これで 3 回目となる。　会社存亡の瀬戸際に追い込まれている USで

はあるが、来年の 2 月から、フロリダの Fort Lauderdale 空港発着便数を、現在

の 3倍に増便し、同空港をカリブとラ米のミニハブとすると発表した。

5月に USの主要ハブ空港 Philadelphiaに乗り入れた LCC最大手の Southwestは、

更に同空港の供給を増加すると発表している。

 Southwest 航空が、冬ダイヤで▲88 便の減便を計画している。　但し、この 5 月

9 日に乗り入れ開始した、US 航空のハブ空港 Philadelphia 発着については、むし

ろ増便を実施する。(nytimes.com, 8/24/2004)

David G. Bronner, US Airways

chairman, warned of a possible

liquidation
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 米財務省は、8 月 17 日、UA 航空の年金基金加入

者の利害を代表する、法定監督人(legal overseer)

を置くと発表した。　監督人は、UA 航空の親会社

UAL が、当局承認を条件に、指名する権利を有し

ている。

UA は、8 月 19 日、「Chapter 11 からの離脱に必

要となる融資を引き出す為には、四つの年金基金

を解散するか、若しくは給付条件のより緩やかな

もの（或いは 401k ）へ、移行しなければならなく

なる、強い可能性がある」と語った。

破産裁判所は、8月 20日、UAの再建計画の裁判所

提出期限を、8月 30日から更に 30日間延長する事

を決定した。　破産裁判所判事は、30 日間の延長

（これで 5 回目の延長）の間に、労使双方が問題解

決に努力を怠るならば、再建計画立案作業に、債権

者などの第三者を招き入れざるを得ない、と警告し

ている。　なお、UAは、4ヶ月間の延長を申請していた。

 米 LCC の ATA が、シカゴ Midway 空港の 14 ゲートと、30 機の B737-800 の売却先を

探している。　今年度上期に▲$90M （ 99 億円）の欠損を計上した ATA は、倒産リ

スクを、Midway 空港事業の売却で切り抜けようとしている。（ Midway は、ATA の

オペレーションの 40%を構成している）　資産売却により、およそ $500M （ 550 億

円）の資金を獲得し、ATSB 融資と無担保債券保持者に対する債

務 $148.5M （ 163 億円）を返済する計画だ。　しかし、航空ア

ナリスト達は、$200M ~$300M での売却が現実的と見ている。

予想される買い手には、AirTran （ LCC ）、America West、Messa

（リジョナル）、等の名前が上がっているが、ATA の丸ごと買収

を希望する購入先もいると言われている。(FT.com, 8/23/2004)

 カルフォルニアとアリゾナの砂漠に、格納されている非稼動の商用航空機は、昨年の

2,674 機から、今年 7 月には 2,390 機に、▲284 機減少した、と業界紙の SpeedNews が

報道している。(nytimes.com, 8/24/2004)

 Cornell 大学のホテル管理学部の調査によると、“ホテルは、毎年数百万㌦をロヤルテ

ィープログラムにつぎ込んでいるが、投資効果がはっきり見えていない”と言う調査

Brian C. Roseboro, under

secretary of the Treasury, joined

the majority in denying a loan to

United Airlines　彼は、財務長

官 Snow の介入に、一度、辞

表を叩きつけっている。　結

局 Snow は、UA 寄りの政治

介入を諦めた。
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結果をまとめている。　この調査は、ホテルのゲストは、最もロイヤルになりにくい

顧客で、ホテルのデザインとか、アメニティーとか、サービスの良し悪しが、リピー

ト客獲得の多寡を決定すると報告している。(nytimes.com, 8/24/2004)

 Travelocityが、独の Otto　Freizeit und Turistik (OFT) との合弁旅行社、Travelocity Europe

の株式 50%を、$33M （ 36 億円）で引き取る。　OFT は、現在、英、仏、ノールウエ

ー、スエーデン、デンマークで営業しているほか、独を除く欧州全域に於ける、地元

パートナーとの合弁設立権を有している。　独については、今まで通り、Travelchannel.de,

Travelocity.de, Travel Overland and Flug.de を所有する OFT の合弁による。 (DTW,

8/24/2004)

 TQ3Navigant が、シングル・バックオフィス・システムに、Amadeus の Global MAX

を採用する。　TQ3Navigant は、5 年前から Amadeus プロダクトを使用しているが、

政府及び米軍の旅行サービスを取り扱っていた Sato 社の買収による一層の業務効率化

が、今回必要になったため、Global MAX を導入する。　Global MAX は、膨大なトラ

ンザクションボリュームの処理が可能で、QC、クレジットカード照合、レポーティン

グ、顧客明細書、コミッション追跡が可能。(DTW, 8/24/2004)

 AirAsia （マ）の 19 機目の B737-300 が KUL に到着した。　この機材は、以前は CO

航空が使用していたもので、GE Capital Aviation Service (GECAS)からリースしたもの

だ。（ ASIA Travel Tips.com, 8/26/2004）
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